
I はじめに

外国語としての日本語教育

一英語教育との共通点と相違点ー

広島大学大学院 岡 秀夫

まず最初に、この夏の 2つの日本語コースについて、簡単に紹介しておきたい。そのひとつは、

アメリカの高校・大学生17名からなるグループで、レベルは、 2名の日本語学習経験者を除いては、

全員が初心者であった。期間は 2週間の集中訓練で、教材には、参考文献②のものを使用した。も

うひとつの方は、広島などに O~数年在住している外同人成人 10名余り l 主として英語を似国語と

する者)を対象とした 2週間ばかりのもので、毎日 3時間ずつ行った。日本滞在年数の泣いがかな

りあったため、能力の差もあったが、一応、最大公約数的に中級の下とみなし、教材として④を選

択したO 学習の主要自的は、両方のコースともに会話の力を育成することであったが、前者では日

本文化へのオリエンテーションを含み、後者では読みが多少入って来た。このような 2つの経験か

らJitiIぶしたことは、ただ日本語の母国語話者 (nativespeaker)であるということだけでは十分な

教授はでき広いということである。すなわち、教授・学習の対象となる日本語を、学習者の立場か

ら十分理解し、教えることに理解がなければならない。そこで、外国語としての日本語教育を少し

でも体系的にとらえるために、次の 3点から考察を試みたい。

E 教材

教材面では、言語学的にもL，と L2 の比較が重要で、それによって教材の選択や配列、学習者の

困難点の予測などが可能となる。ここでは便宜上、英語話者に限定すると、音戸商において、日本

語では母音で終る音節構造一間音節 (opensyl1able)ーをとるのに対して、英語では子音の独立

性から、その比重が大きく、 CYの後にさらに子音を伴ったCYC閉音節という形をとるoそれ故、 I戸

音節語の多い英語では、当然母音を強調し、その強さによってアクセントをつけ、強弱アクセント

となる。それに対して、日本語では、音節が点の述続として表われ、高低アクセント (pitchaccent) 

に頗る結果となる。音戸面に限れば、学習の上で問泌をきたすことは比較的少ないが、初心者に対

しては、 i免音便「ん」と促音便「っ」への注意が必要であるD また、ローマ字に対して英語読みを

与えるという誤りがあり、ラ行を伝統的に・r'で表わすため不自然に響き、・1・で表記したプiが適

切かと思われる。

つぎに、文法問に目を向けて見ると、ここに樋4の問胤点が山町iみしていると言えよう。思考段

式を段も端的に反映するものである語順 (word-ordedは、日英語間で大きく呉なり、 SYOという

ような表現形式に対して、日本語では主語が省略されることが多く、動詞が文末に来る。 lji語のレ

ベノレで、品詞の川訟に関して、名詞は冠詞がなく、数の概念は普通表わされない。英語における絡、

および絡変化は、日本語では助詞(particles，postpositions)によって表わされるo日本誌の動

詞は大きく 2つに分けられ、第 lは子音動詞(consonantconjugation)と呼ばれるグループであ

り、 tn2はf:Hf!IllJ詞 (vowelconjugation)である。子音{UJ詞は、いわゆる 5段活用に当たり、た

とえば「読む、古く」などが入る。これは、yom-anai，yom-imasuというように、 'yom'までが訪

幹 (basicstem)で、最後の 'u'が洛ちるので 'u-droppingconjugation'とも呼ばれる。他方、

fU音助詞は上 l段・下 l段活川を合み、 「食べるJが tabe-nai のようにf副長の'ru'が1&ちて

活用するので、 'ru-dropping conjugation ・とも呼ばれる。これらの 2つのグループは、 fA奇
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の変化型において兵った性絡を有し、結合型 (combiningstem)を作るのに、母音動詞はIru'をと

って， tabe・、子音動詞は51t幹に 'i'をつけて・yom+γ のごとくなる。この結合形は、 「ーます、

ません、ました」という時制・否定を表わす接尾辞と結合する上で、不可欠なものとなるo その他

にも文法簡では開催j点が多く、今後要求されることは、いわゆる国文法ではなく、外国人学習者の

ための日本語文法の確立であろう。

敬語表現に関しては、 1eve1sof forma1ity/ po1itenessとして 4段階に分類されるoすなわ

ち、rude，abrupt， norma1-po1ite，very po1iteの4段階で、 「見る、食べる」が abruptで、

F見ます、食べます」が norma1-po1iteのレベルに相当する。一般のテキス kは、この後者のレ

ベルに統ーされている。敬語表現を日英語聞で比較すると、英語で仮定法などを多く用いるのに対

し、日本語では接頭語の「お一」をつけたり、 「いるーいらっしぞる」のごとく、語裳が大きく変

化する特徴が見られ、上級学習者にも問題となる点である。それは単なることばだけの問題という

よりも、社会文化的様相が強く、発悲!とも関連して来るo たとえば、日常しばしば用いられる「す

みません、つまらないものですが」をそのまま英語に訳したら誤解を生じ、また、 「いただきます」

のように英語ではそれに相当する表現が存在しない場合など、注意を払わねばならない。最後に、

書きことばの問題は、ひらがな、カタカナに限定すれば、比較的短期間に習得できょうが、淡字に

閃しては、その数・ illきI1瓜・説みプJ・意味などにおいて、忍耐と年月を裂するものと言わぎるをえ

ない。

回 数授 法

.fj((jnのブJiI'Iliも試されるのが、教材研究と結びついた教波法においてであるo使用した参考文献

@のテキストは、アメリカ的な audio-1ingua1の教授原理に基づいたもので、全体として構成は

まとまりを持ち、その内容には史際の指専に対する配慮がうかがわれる。下の表に示すごとく、各

~l! は 9 項目から構成され、とりわけ、 7 番目の Drills は種々強宮な pattern practiceを含み、

多くのページ数がさかれている。そのような教材を用いて行った 1時限当りの指導過程の概略が、

右側の表のごとくである。

教材の構成

1. Presenta t ion 
2. Dia10g 
3. Pattern Sentences 
5. Vocabu1ary 
6. Kanji 
7. Drills 
8. Exercises 
9. Situationa1 Conversation 

指導過程

1. Review 

2. Presentation of new materia1 
situation 
vocabu1ary 
起rammatica1items 

3. Listening andreading of the 
dia10g 

4. Dri11s (pattern practice) 
5. Communication practice 

それぞれの指i4過程の比率は、全体 3時間で途中休憩をはさみ、大体30分ずつ位の割合であったo

/i1初の復習では、あいさつ的なものや生徒{白人個人に対する質Illlの中に、 liiJの誌の盟点を融合させ、

自然な会話の形に発展させることに努めた。つぎの新教材の提示は、テープレコーダーや絵、写真、

フラッシュ・カードなどの飢聴覚教具を活用し、多角的にアプローチし、自然な導入を大切にした。

そうすることによって、 lli致は場面の中で生き生きとしたものとなり、文法iJC項では、必要に応じ

て英ぷによる説明を与えたoいわゆる directmethodでL，の使用を完全に排斥したり、習慣形成

のためにドリルのみを強調しすぎて、意味もわからずに機械的な訓練を与えるより、その方が効果

的であろうと忠われる口第3f昨日の項目と第 4のドリルは、逆になること.も可能であるが、この:!Jh
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合、途中に休憩があったため、休憩あけの元気が同復した所でドリルを行うのが適当と考えて、こ

のような手順をとったo そこで、まず、準備しておいたテープを聞かせ、その内容に凶するQ& A 

を日本語でやり、読みの練習へ進んだロダイアローグ教材の価値は場面lであり、そこにおけるs→

Qであると考え、丸暗記は促さなかったo ドリルはテキストに非常に多量に盛られていたため、有

益と思われるものを取捨選択したり、学習者の関心に合わせて変えたりした。というのは、外国語

学習で大切なことは、単調で機械的な操作ではなく、実際の場面に基づいて、自分の意志、を込W~す

ることであるという認識から、テキストにあるドリルをすべてカパーするのに授業H与聞の大半をと

られるより、コミュ干ケーションへの橋渡しとしてのcommunicationpracticeを重視したわけで

ある。この communicationpracticeの必要性は、英語教育においても近年盛んにnl¥ばれており、

このテキストの序論にも mim-mem の段階を越えて、選択(selection)の段階へ進むべきことが述

べられているD しかし、実際のテキストでは、そのための装備が不十分で、補正せざるをえなかっ

fこ。

上のような指導過程をスムーズに展開し、効果的に迎ぶためには、授業内容に変化を持たせ、学

習者の興味を持続させ、参加を促すようにいろいろと工夫をこらすことが大切である。つまり、そ

れによって、学習者の learningburdenを軽減し、自然で楽しい活動とすることである。その中

でもとりわけIE:iJJ!なことは、教nmがcommunicationpractic巴の重要性を認識して、指導泣H'tl全体

をひとつの有機的な形にまとめ、コミュニケーションヘ至る道程に、しっかりとしたレールをしい

てやることではないだろうか。

N 学留者

数材・教授法とともに主要な要因をなす学習者について、その特質を調べて行くと、日本人の英

語学習者と比較して、大きく異る点がいくつか見い出される。まず、動機づけ (motiva t ion)にお

いて、日本の生徒が culturalinterestまたは schoolrequirementsから英語を学習している

現状と、 practicalneedsを持った外国人学習者との違いである。このことは、外国語の学習環境

として、そのことばが話されている土地が、この上ない有利な条件となって働くことを示している。

特に日本の生徒との違いをはっきりと認識させられたのは、学習態度 (attitude) の面であるD

日本の生徒が、大体において、受身的・消極的であるのに対して、彼らは、一般に能動的・積極的

な学習態度を備えている。そして、日本の生徒が画一的な授業に慣れ、従属的に学習に取り組むの

に対し、彼らは、グループ活動などの独立的な形を好み、自分の参加を求める。それ故、 assi -

stantsが得られれば、 ドリルや communicationpracticeを小グループで行なえば、授業に変

化を与えることになり、 l人 l人の参加の機会も地し、雰囲気もやわらぐ。また、最後に対話を

act-outしたり、 communicationpracticeのひとつの形態として、場面を設定して、会話を準

備させ、発表させたりすることも比較的容易に突施でき、言語活動という観点からも効果的であるo

このような著しい学習態度の述いは、教育的な要因のみならず、社会文化的な素地からの影担3も強

いと出われる。彼らにとっては、自由に活動し、自分で考え、発見し、自分の意見を形成すること

は当然と受けとられるD この違いを比較検討する時、外国語学習一知識や規則の暗記ではなく、生

きたことばとしての活動ーにとって、どちらが望ましい学習態度であるかは明らかであろう。日本

人の英会話力の乏しさも、その根源は、このような社会文化的、および教育的な所に位置している

のではあるまいか口

以前、何らかの外国語を学習したという経験が、この日本語学習に対して、少しでも助けとなっ

たかを傑ろうと試みた口外l劃語の学習経験とテストの結果とは、余り明確な対応は示さなかったが、

-21-



特定の者を除いた場合、ある程度の有意性は認められるo特に、外国語の学習経験が乏しく、余り

出来なかった生徒の場合、文法概念の把t屋、外白語学習についτの基本的認識などにおいて、マイ

ナス面が見られた。それ故、以前の外国語学習経験が、その成功を完全に予測するものではないと

しても、何らかの外国語をある程度までやったことは、第 2 • m 3の外国語を学ぶ上で、プラスに

なると言えよう。

V おわりに

.以上、教材・教授法・学習者という 3つの観点から、外国語としての日本語教育を考察して米た。英語教育

と、比較すると対象となる言語 (target1anguage)こそ違告ものの、外国語教育という大きな視

点から見た場合、特に、教授法において共通点がかなり多い。その基本的な教授原理は、外国語教

育としての普遍性があり、対象言語が呉っても適Jllが可能である。また、日本語教育から英語教育

へ示唆となる点一特に学習者要因に関してーも少なからず、英語教育における今後の改善が期待さ

れる。そして、我4が英語を教える際に、第 2意で級ったように、日本語の構造を英語との比較に

基づいて熟知していることは、英語の教授にとって有益であることは言うまでもない。
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